
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力されるインタレース信号の各フィールドを、フィールド間補間およびフィールド内
補間の何れの方法でプログレシブ信号に変換すべきかを決定するフィールド補間方式決定
装置であって、
　前記入力インタレース信号と、当該入力インタレース信号を１フィールド遅延させた１
フィールド遅延入力インタレース信号との画素レベル差分を検出する画素レベル差分検出
手段と、
　前記画素レベル差分に基づいて、前記入力インタレース信号と前記１フィールド遅延入
力インタレース信号との相関を検出してフィールド間相関判定信号を出力する、フィール
ド相関検出手段と、
　前記入力インタレース信号のＮ個の連続するフィールドに対応するＮ－１個の前記フィ
ールド間相関判定信号を記憶するフィールド間相関記憶手段と、
　前記Ｎ－１個のフィールド間相関判定信号の値のパターンに基づいて、前記Ｎ個の連続
するフィールドが２－２プルダウン方式又は２－３プルダウン方式で変換されたものであ
る

　
場合にはフィールド内補間と補間方式を決定する補間方式判定手段とを備える、フィ
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と判定される場合は１カウントアップし、２－２プルダウン方式又は２－３プルダウン
方式で変換されたものでないと判定される場合はカウント値をリセットし、何れとも判定
されない場合はカウント値を保持するカウンタ手段と、

前記カウント値が所定値より大きい場合にはフィールド間補間と決定し、当該所定値以
下の



ールド補間方式決定装置。
【請求項２】
　前記入力インタレース信号が２－３プルダウン方式で変換されたものである場合は、前
記Ｎは６以上であることを特徴とする、請求項１に記載のフィールド補間方式決定装置。
【請求項３】
　前記入力インタレース信号が２－２プルダウン方式で変換されたものである場合は、前
記Ｎは５以上であることを特徴とする、請求項１に記載のフィールド補間方式決定装置。
【請求項４】
　前記 手段は、前記Ｎ－１個のフィールド間相関判定信号のうち、少なくとも連
続する２つが相関無しと示す場合は、２－２プルダウン方式又は２－３プルダウン方式で
変換されたものでないと判断することを特徴とする、請求項１ に記載の
フィールド補間方式決定装置。
【請求項５】
　前記 手段は、前記Ｎ－１個のフィールド間相関判定信号において、相関ありと
相関なしとが交互に示される場合は、２－２プルダウン方式で変換されたものであると判
断することを特徴とする、請求項１ に記載のフィールド補間方式決定装
置。
【請求項６】
　前記フィールド相関検出手段は、
　　前記画素信号レベル差分が所定の画素レベルを表す第１の閾値より大きいか否かを画
素毎に判定して二値で表す画素単位レベル差判定結果を出力する画素差判定手段と、
　　前記画素単位レベル差判定結果を１フィールド単位で加算してフィールド単位レベル
差判定結果を出力するフィールド単位レベル差判定手段と、
　　前記フィールド単位レベル差判定結果が所定の画素数を表す第２の閾値よりも大きい
か否かにより、フィールド間の相関が大きいか否かを判定するフィールド間相関判定手段
とを備える請求項１ に記載のフィールド補間方式決定装置。
【請求項７】
　前記フィールド間差異判定手段は、さらに、前記１フィールド遅延入力インタレース信
号が表す画像の明るさを表す信号レベルを検出する信号レベル検出手段と、
　　前記信号レベルの値に基づいて、前記第１の閾値を変化させる、第１の閾値変更手段
とを備える、請求項 に記載のフィールド補間方式決定装置。
【請求項８】
　前記フィールド間差異判定手段は、さらに、前記１フィールド遅延入力インタレース信
号が表す画像の明るさを表す信号レベルを検出する信号レベル検出手段と、
　　前記信号レベルの値に基づいて、前記第２の閾値を変化させる、第２の閾値変更手段
とを備える、請求項 に記載のフィールド補間方式決定装置。
【請求項９】
　前記フィールド間差異判定手段は、さらに、前記１フィールド遅延入力インタレース信
号に基づいて当該１フィールド遅延入力インタレース信号のフィールドが偶数フィールド
であるか、奇数フィールドであるかを示すフィールド識別信号を出力する、フィールド識
別手段と、
　　当該フィールド識別信号と前記フィールド間相関判定信号との論理積を求めて、前記
Ｎフィールド間差異記憶手段へ出力する論理積回路とを備える、請求項１

に記載のフィールド補間方式決定装置。
【請求項１０】
　前記フィールド間差異判定手段は、さらに、前記フィールド識別信号の反転信号を出力
する反転器と、
　　前記フィールド識別信号および前記反転信号のいずれかを選択的に前記論理積回路へ
出力するフィールド識別信号反転スイッチとを備える、請求項 に記載のフィールド補間
方式決定装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　入力されるインタレース信号の各フィールドを、フィールド間補間およびフィールド内
補間の何れの方法 ログレッシブ信号に変換すべきかを決定するフィールド補間方式決
定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プログレッシブ信号に変換すべきインタレース信号の中には、飛び越し走査で撮像され
た標準的な信号と、プログレッシブ信号をインタレース信号に変換した信号とがある。後
者の代表的な例は、テレシネ変換信号である。
　テレシネ変換方式の一つである２－２プルダウン方式では、テレシネ変換信号は、以下
のように生成される。まず、毎秒２４コマの映画フィルムの各コマが順次走査され、毎秒
２４フレームのプログレッシブ信号が生成される。そして、当該プログレッシブ信号の各
フレーム（親フレーム）は、インタレース信号の奇数フィールドとその直後の偶数フィー
ルドとに変換される。
【０００３】
　例えば、映画フィルムの第１コマ（プログレッシブ信号の第１親フレーム）は、第１お
よび第２フィールドに変換され、映画フィルムの第２コマ（プログレッシブ信号の第２親
フレーム）は、第３および第４フィールドに変換される。
　このため、同一の親フレームから変換された第１フィールドと第２フィールドとでは、
それぞれの映像が類似しているため、映像の差異は小さい。一方、親フレームが異なる第
２フィールドと第３フィールドとでは、フィールド間の映像の差異は、親フレーム間の差
異を反映するため、前者と比較して大きくなる。つまり、隣り合うフィールド間の差異は
、親フレームと各フィールドとの関係に従って、フィールドごとに大小交互に変化する。
【０００４】
　このようなテレシネ変換信号の特徴は、毎秒３０フレームのプログレッシブ映像信号を
生成する３０Ｐ方式のビデオカメラで撮影されたプログレッシブ信号を、２－２プルダウ
ン方式で変換した毎秒６０フィールドのインタレース信号にも当てはまる。
【０００５】
　また、ＮＴＳＣ方式（毎秒６０フィールド）のインタレース信号にテレシネ変換するた
めに用いられる２－３プルダウン方式では、映画フィルムの１コマは２フィールドに、次
の１コマは３フィールドに変換され、２コマごとに上記の変換パターンがくり返される。
２－３プルダウン方式のテレシネ変換信号も、親フレームとフィールドとの関係に従って
、フィールド間の画素レベルの差について規則的な変化パターンを有するため、上記と同
様の特徴を備える。
【０００６】
　 日本特開平９－１８７８４号公報（優先権主張ＵＳ９４－３６６７
９９） 力インタレース信号のフィールド間の差異に基づいて、入力インタレース信
号がテレシネ変換信号であるか否かを識別して、フィールド補間方式を決定するフィール
ド補間方式決定装置を開示している。
　図１０を参照して、従来のフィールド補間方式決定装置を組み込んだ映像信号処理装置
について説明する。同図に示された映像信号処理装置２００は、入力インタレース信号が
テレシネ変換信号である場合のみフィールド間補間を行い、テレシネ変換信号でない場合
にはフィールド内補間を行って、当該インタレース信号をプログレッシブ信号に変換する
。
【０００７】
　映像信号処理装置２００は、入力端子１、フィールドメモリ２、フィールドメモリ４、
減算器６、フィールド補間方式決定部１０８、ＯＤＤ／ＥＶＥＮ検出部１０、第１のスイ
ッチ１２、ラインメモリ１４、２ライン補間部１６、第２のスイッチ１８、およびプログ
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レッシブ信号生成部２０を含む。
【０００８】
　入力端子１には、入力インタレース信号Ｖｉｎが供給される。フィールドメモリ２は、
入力インタレース信号Ｖｉｎに対して１フィールド分遅延した１フィールド遅延入力イン
タレース信号Ｖｄ１を出力する。また、１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１は
、プログレッシブ信号生成部２０に入力され、同信号に対してフィールド間補間またはフ
ィールド内補間のいずれかが行われる。
【０００９】
　減算器６は、入力インタレース信号Ｖｉｎと１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖ
ｄ１との画素レベルの差分を求めて、フィールド間画素レベル差分Ｓｐとして出力する。
なお、インタレース信号では、隣り合うフィールドの走査線は、１ずつずれている。この
ため、減算器６は、一方のフィールドの隣り合う２ラインの画素レベルの平均値と他方の
フィールドの対応する画素レベルとの差分を求める。
【００１０】
　フィールド補間方式決定部１０８は、フィールド間画素レベル差分Ｓｐに基づいて、入
力インタレース信号Ｖｉｎがテレシネ変換信号であるか否かを判定する。フィールド補間
方式決定部１０８は、１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１に対してフィールド
間補間およびフィールド内補間のいずれを行うかを指示するフィールド補間方式指示信号
Ｄｖｐを出力する。
【００１１】
　第２のスイッチ１８は、フィールド間補間を指示するフィールド補間方式指示信号Ｄｖ
ｐが入力される場合、上記の第１のスイッチ１２から出力されたフィールド間補間映像信
号Ｓｗ１を選択して補間映像信号Ｓｗ２として出力する。
【００１２】
　フィールド間補 Ｓｗ１は、１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１に
対して１フィールド前の信号である２フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ２および
１フィールド後の信号である入力インタレース信号Ｖｉｎのいずれかの信号であり、以下
のように選択される。
【００１３】
　ＯＤＤ／ＥＶＥＮ検出部１０は、１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１に基づ
いて当該信号が奇数フィールドであるか偶数フィールドであるかを検出し、検出結果を示
すフィールド識別信号Ｄｏｅを出力する。
【００１４】
　第１のスイッチ１２は、フィールド識別信号Ｄｏｅに基づいて、２フィールド遅延入力
インタレース信号Ｖｄ２または、入力インタレース信号Ｖｉｎを選択して、フィールド間
補間映像信号Ｓｗ１として出力する。具体的には、第１のスイッチ１２は、１フィールド
遅延入力インタレース信号Ｖｄ１が奇数フィールドである場合には、入力インタレース信
号Ｖｉｎを出力し、一方、１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１が偶数フィール
ドである場合には、２フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ２を出力する。
【００１５】
　プログレッシブ信号生成部２０は、第２のスイッチ１８から出力された、補間映像信号
Ｓｗ２（この場合、第１のスイッチ１２で選択された現信号Ｖｉｎまたは２フィールド遅
延入力インタレース信号Ｖｄ２）で１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１を補間
して、プログレッシブ信号を生成する。このように生成されたプログレッシブ信号のフレ
ームは、元の親フレームと同一であり、後述するフィールド内補間で生成されたフレーム
と比較して垂直解像度が向上している。
【００１６】
　一方、フィールド補間方式決定部１０８からフィールド内補間を指示するフィールド補
間方式指示信号Ｄｖｐが出力される場合、第２のスイッチ１８は、２ライン補間部１６か
ら出力されたフィールド内補間映像信号Ｖｄ１Ｓを選択して、補間映像信号Ｓｗ２として
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出力する。
【００１７】
　２ライン補間部１６は、ラインメモリ１４によって１フィールド遅延入力インタレース
信号Ｖｄ１が１ライン分遅延された１ライン遅延信号Ｖｄ１Ｌおよび１フィールド遅延入
力インタレース信号Ｖｄ１に基づいて、フィールド内補間映像信号Ｖｄ１Ｓを生成する。
【００１８】
　プログレッシブ信号生成部２０は、第２のスイッチ１８から出力された、補間映像信号
Ｓｗ２（この場合、フィールド内補間信号Ｖｄ１Ｓ）で１フィールド遅延入力インタレー
ス信号Ｖｄ１を補間して、プログレッシブ信号生成する。
【００１９】
　図１０における減算器６およびフィールド補間方式決定部１０８が、従来のフィールド
補間方式決定装置に相当する。図１１を参照して従来のフィールド補間方式決定装置につ
いて説明する。図１１は、図１０に示されたフィールド補間方式決定部１０８の構成を詳
細に示すブロック図である。
【００２０】
　フィールド補間方式決定部１０８は、絶対値器８１、画素差判定比較器８２、累積加算
器８３、フィールド間相関判定比較器８４、第１のレジスタ８５、第２のレジスタ８６、
２フィールド間差判定比較器１８９、排他的論理和（ＥＯＲ）回路１９０、カウンタ９２
、およびカウント判定比較器９３を含む。
　また、図示していないが、タイミング発生回路により、フィールドパルスＶＰおよびフ
レームパルスＦＰが生成される。
【００２１】
　絶対値器８１は、減算器６によって算出された入力インタレース信号Ｖｉｎと１フィー
ルド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１との画素ごとの画素レベルの差分であるフィールド
間画素レベル差分Ｓｐの絶対値を求めて、フィールド間画素レベル差分絶対値ＳｐＡを出
力する。
【００２２】
　画素差判定比較器８２は、フィールド間画素レベル差分絶対値ＳｐＡと所定の第１の閾
値Ｘとを比較して、比較対照の２つのフィールドの画素レベルの差が同一の親フレームに
由来すると認められる程度よりも大きな差（有意差）か否かを判定する。画素差判定比較
器８２は、この判定結果を示すフィールド間画素差判定信号Ｄｐとして、上記判定が「有
意あり」である場合には「１」を出力し、一方「有意無し」である場合には「０」を出力
する。
【００２３】
　累積加算器８３は、フィールド間画素差判定信号Ｄｐを累積加算した値であるフィール
ド間画素差判定累積値ＣＤｐを出力する。フィールド間画素差判定累積値ＣＤｐは、入力
インタレース信号Ｖｉｎのフィールドと１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１の
フィールドとで異なると判定された画素数を示す値である。なお、累積加算器８３は、フ
ィールドパルスＶＰにより、フィールドごとにリセットされる。
【００２４】
　フィールド間相関判定比較器８４は、フィールド間画素差判定累積値ＣＤｐが所定の閾
値Ｙよりも大きい場合は、フィールド間に差異があると判定する。そして、上記判定結果
を示すフィールド間相関判定信号Ｄｆを出力する。
　フィールド間相関判定信号Ｄｆの値は、差異がある場合は「１」であり、一方、差異が
無い場合は「０」である。
【００２５】
　第１のレジスタ８５および第２のレジスタ８６は、Ｄフリップフロップであり、フィー
ルドパルスＶＰがクロックとして供給される。フィールド間判定結果は、第１のレジスタ
８５および第２のレジスタ８６の直列回路に供給される。第１のレジスタ８５および第２
のレジスタ８６は、それぞれ記憶するフィールド間差異を２フィールド間差判定比較器１
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８９およびＥＯＲ回路１９０へ出力する。
【００２６】
　第１のレジスタ８５および第２のレジスタ８６の出力がそれぞれ「０」および「１」、
または、「１」および「０」の場合には、連続する２つのフィールド間差異がそれぞれ「
小、大」または「大、小」の関係にある。すなわち上述したテレシネ変換されたインタレ
ース信号の特徴を示している。このような場合には、２フィールド間差判定比較器１８９
は、入力インタレース信号Ｖｉｎがテレシネ変換されたものであると判定して「１」を出
力し、カウンタ９２をカウントアップする。
【００２７】
　一方、第１のレジスタ８５および第２のレジスタ８６の出力がそれぞれ「０」および「
０」、または、「１」および「１」の場合には、連続する２つのフィールド間差異が「小
、小」または「大、大」の関係にある。すなわち上述したテレシネ変換されたインタレー
ス信号の特徴を示してはいない。このような場合には、ＥＯＲ回路１９０は、カウンタ９
２をリセットする。
【００２８】
　カウンタ９２は、上述したようにカウントアップあるいはリセットされる。このカウン
タ９２のカウント値ＣＤｓが所定の値Ｚに到達すると、カウント判定比較器９３は、入力
インタレース信号のフィールドに対してフィールド間補間を行うことを指示するフィール
ド補間方式指示信号Ｄｖｐを出力する。
【特許文献１】特開平９－１８７８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２９】
　しかし、実際には、映像には様々なものがあり、テレシネ変換信号であっても親フレー
ム間の差異が無いあるいは差異が小さいために、親フレーム間の差異をフィールド間の差
異として検出できない場合がある。このような場合には、フィールド補間方式決定装置は
、テレシネ変換信号を検出できない。
【００３０】
　例えば、静止画が続く映像など、２つの親フレームの画像が同一である場合には、異な
る親フレームから変換されたフィールド間の差異も当然に小さくなる。このような場合に
は、フィールド補間方式決定装置は、フィールド間の差異に基づいて親フレーム間の差異
を検出できない。この結果、従来のフィールド補間方式決定装置は、テレシネ変換信号に
特有のフィールド間差異のパターンを検出できないため、インタレース信号がテレシネ変
換信号ではないと判断してしまう。
【００３１】
　また、暗い場面の映像では、動画であっても親フレーム間の画素レベルの差が小さいた
め、異なるフレームから変換されたフィールド間の差異も小さくなる。このような場合に
も、上記と同様に、フィールド補間方式決定装置は、インタレース信号がテレシネ変換信
号ではないと判断してしまう。
【００３２】
　また、例えば、番組のインタレース信号の途中にＣＭ等の異なるフレーム相関を持つイ
ンターレース信号が混入されている場合など、親フレーム間の相関とフィールド間の相関
が特異的に変化する場合ある。このような場合には、テレシネ変換信号に特有のフィール
ド間差異の変化パターンが特異的に変化する、このため上記と同様に、フィールド補間方
式決定装置は、インタレース信号がテレシネ変換信号ではないと判断してしまう。
【００３３】
　このように、従来のフィールド補間方式決定装置は、入力インタレース信号がテレシネ
変換信号であっても、少なくとも２フレーム間の差異を検出できない場合には、テレシネ
変換信号を識別できない。結果、映像信号処理装置は、所定のフィールド数以上連続して
、入力インタレース信号がテレシネ変換信号であると判定されるまでは、フィールド内補
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間を行う。このため、しばしば垂直解像度の高い元の親フレームを生成する事ができない
。
【００３４】
　また、上記の従来の技術では、テレシネ変換において、一般的には、親フレームは、奇
数フィールドとその直後の偶数フィールドとに変換されると説明した。しかし、現実には
、親フレームが偶数フィールドとその直後の奇数フィールドとに変換されたテレシネ変換
信号が少数ながら存在する。
【００３５】
　従来のフィールド補間方式決定装置は、補間対象の信号が奇数フレームか偶数フレーム
かによって、直前または直後のフレームのいずれかを補間映像信号として選択する。この
ため、親フレームから変換されたフィールドの前後関係が逆転した信号は、異なる親フレ
ームから変換された２つのフィールドが相互に補間されて、１つのフレームに変換される
。この結果、１つのフレームに異なる画像が混在するため、変換されたプログレッシブ信
号の映像品質は、著しく劣化してしまう。
【００３６】
　そこで、本発明は、親フレーム間の差異を特異的に検出できない、または、検出困難な
場合であっても、入力インタレース信号のフィールドとフレームとに関係を正確に検出し
て、フィールド間補間およびフィールド内補間のいずれで補間するべき決定できるフィー
ルド補間方法決定装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００３７】
　本発明は、上記のような目的を達成するために、以下に述べるような特徴を有している
。
　本発明の第１の局面は、入力されるインタレース信号の各フィールドを、フィールド間
補間およびフィールド内補間の何れの方法でプログレシブ信号に変換すべきかを決定する
フィールド補間方式決定装置であって、
　入力インタレース信号と、当該入力インタレース信号を１フィールド遅延させた１フィ
ールド遅延入力インタレース信号との画素レベル差分を検出する画素レベル差分検出手段
と、
　画素レベル差分に基づいて、入力インタレース信号と１フィールド遅延入力インタレー
ス信号との相関を検出し ィールド間相関判定信号を出力する、フィールド相関検出手
段と、
　前記入力インタレース信号のＮ個の連続するフィールドに対応するＮ－１個の前記フィ
ールド間相関判定信号を記憶するフィールド間相関記憶手段と、
　Ｎ－１個のフィールド間相関判定信号の値のパターンに基づいて、前記Ｎ個の連続する
フィールドが２－２プルダウン方式又は２－３プルダウン方式で変換されたものである

　
場合にはフィールド内補間と補間方式を決定する補間方式判定手段とを備える、フィール
ド補間方式決定装置。
【００３８】
　このよう 第１の局面によれば、入力インタレース信号について、２つの親フレーム
相当するＮ－１フィールドより多くの数の連続するフィールドを判断対象として、少なく
ともＮ個のフィールド間の相関を検出しする。そして、当該Ｎ個のフィールド間の相関に
基づいて、親フレームとフィールドとの関係を多段的に判定するため、より正確に入力イ
ンタレース信号の補間方式を決定することが出来るという優れた効果を奏する。
　また、判断対象とするすべてのフィールド間の相関のパターンに基づいて、親フレーム
とフィールドとの関係を判定するため、判断対象とするフィールド数が多いほど、より正
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てフ

と
判定される場合は１カウントアップし、２－２プルダウン方式又は２－３プルダウン方式
で変換されたものでないと判定される場合はカウント値をリセットし、何れとも判定され
ない場合はカウント値を保持するカウンタ手段と、

カウント値が所定値より大きい場合にはフィールド間補間と決定し、当該所定値以下の

に、



確に入力インタレース信号の補間方式を決定することが出来るという優れた効果を奏する
。
【００３９】
　また、親フレームとフィールドの関係の確実な判定が不能の場合は、判定前の入力イン
タレース信号に対する判別結果を変更しない。これにより、不確実な判定結果によって、
入力インタレース信号を誤って判別することを防止して、より正確に入力インタレース信
号の補間方式を決定することが出来るという優れた効果を奏する。
【００４５】
　第 の局面は、第１の局面において、入力インタレース信号が２－３プルダウン方式で
変換されたものである場合は、Ｎは６以上であることを特徴とする。
【００４６】
　第 の局面は、第１の局面において、入力インタレース信号が２－２プルダウン方式で
変換されたものである場合は、Ｎは５以上であることを特徴とする。
【００４７】
　第 の局面は、第１ の局面において、フィールド／フレーム相関判定
手段は、Ｎ－１個のフィールド間相関判定信号のうち、少なくとも連続する２つが相関無
しと示す場合は、２－２プルダウン方式又は２－３プルダウン方式で変換されたものでな
いと判断することを特徴とする。
【００４８】
　第 の局面は、第１ の局面において、フィールド／フレーム相関判定
手段は、Ｎ－１個のフィールド間相関判定信号において、相関ありと相関なしとが交互に
示される場合は、２－２プルダウン方式で変換されたものであると判断することを特徴と
する。
【００４９】
　第 の局面は、第１ の局面において、フィールド相関検出手段は、
　　画素信号レベル差分が所定の画素レベルを表す第１の閾値より大きいか否かを画素毎
に判定して二値で表す画素単位レベル差判定結果を出力する画素差判定手段と、
　　画素単位レベル差判定結果を１フィールド単位で加算してフィールド単位レベル差判
定結果を出力するフィールド単位レベル差判定手段と、
　　フィールド単位レベル差判定結果が所定の画素数を表す第２の閾値よりも大きいか否
かにより、フィールド間の相関が大きいか否かを判定するフィールド間相関判定手段とを
備える。
【００５０】
　第 の局面は、第 の局面において、フィールド間差異判定手段は、さらに、１フィー
ルド遅延入力インタレース信号が表す画像の明るさを表す信号レベルを検出する信号レベ
ル検出手段と、
　　信号レベルの値に基づいて、第１の閾値を変化させ、第１の閾値変更手段とを備える
。
【００５１】
　第 の局面は、第 の局面において、フィールド間差異判定手段は、さらに、１フィー
ルド遅延入力インタレース信号が表す画像の明るさを表す信号レベルを検出する信号レベ
ル検出手段と、
　　信号レベルの値に基づいて、第２の閾値を変化させる、第２の閾値変更手段とを備え
る。
【００５２】
　第 または、第 の局面によれば、入力インタレース信号の映像の明るさに応じて、フ
ィールド間の相関を検出するための閾値を変更するため、フィールド間の相関を検出し難
い暗い映像の入力インタレース信号について、より正確にフィールド間の相関を検出する
ことが出来るという優れた効果を奏する。
【００５３】
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　第 の局面は、第１ の局面において、フィールド間差異判定手段は、
さらに、１フィールド遅延入力インタレース信号に基づいて当該１フィールド遅延入力イ
ンタレース信号のフィールドが偶数フィールドであるか、奇数フィールドであるかを示す
フィールド識別信号を出力する、フィールド識別手段と、
　　当該フィールド識別手段とフィールド間相関判定信号との論理積を求めて、Ｎフィー
ルド間差異記憶手段へ出力する論理積回路とを備える。
【００５４】
　第 の局面によれば、フィールド間の相関の検出結果と補間対象フィールドについての
偶数フィールド／奇数フィールドの検出結果との論理積に基づいて、親フレームとフィー
ルドとの関係を判定する。このため、偶数フィールド、奇数フィールドの検出結果に基づ
き補間対象フィールドの、前もしくは後ろのフィールドを内挿する装置において、親フレ
ームに対する偶数、奇数フィールドの順序が反転されたインタレース信号が入力された場
合でも、偶数、奇数フィールドの順序が反転されたために生じる、前もしくは後ろのフィ
ールドの内挿ミスを防ぐことが出来るという優れた効果を奏する。
【００５５】
　第１ の局面は、第 の局面において、フィールド間差異判定手段は、さらに、フィー
ルド識別信号の反転信号を出力する反転器と、
　　フィールド識別信号および反転信号のいずれかを選択的に前記論理積回路へ出力する
フィールド識別信号反転スイッチとを備える。
【００５６】
　第１ の局面によれば、補間対象フィールドについての偶数フィールド／奇数フィール
ドの検出結果と当該偶数フィールド／奇数フィールドの検出結果の反転信号とを選択する
ことができるスイッチとを具備し、当該スイッチで選択された偶数フィールド／奇数フィ
ールドの検出結果とフィールド間の相関の検出結果との論理積に基づいて、親フレームと
フィールドとの関係を判定する。このため、偶数フィールド、奇数フィールドの検出結果
に基づき、補間対象フィールドの前もしくは後ろのフィールドを内挿する装置において、
親フレームに対する偶数、奇数フィールドの順序が反転されたインタレース信号が入力さ
れた場合でも、補間対象フィールドと同一の親フレームから分割されたフィールドを選択
して元の親フレームを生成することが出来るという優れた効果を奏する。
                                                                                
【発明の効果】
【００５７】
　

【発明を実施するための最良の形態】
【００５８】
　本発明の実施の形態に係るフィールド補間方式決定装置について具体的に説明する前に
、まず本発明の基本概念について説明する。従来の技術に関して説明したように、フィー
ルド補間方式決定装置の判断の誤りは、親フレーム間の差異が無いか、あるいは小さいた
めに、異なる２つのフレームから変換されたフィールド間の差異が検出されないことに起
因する。
【００５９】
　従来のフィールド補間方式決定装置は、親フレーム間の境目を１つだけ判断対象とする
フィールドに含むため、入力インタレース信号の２つの親フレーム間の差異が検出できな
い場合には、フィールド内補間で行うよう決定する。
　しかし、２つの親フレーム間の差異が特異的に検出できない場合であっても、より多く
の親フレーム間の境目を含むように判断対象とするフィールドの数を増やすことにより、
親フレームとフィールド間の相関を多段的に評価する事が可能である。
【００６０】
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９ から３のいずれか

９

０ ９

０

以上のように、本発明に係るフィールド補間方法決定装置は、親フレーム間の差異を特
異的に検出できない、または、検出困難な場合であっても、フィールド間補間およびフィ
ールド内補間のいずれで補間するべきかを決定できる。



　このような観点から、判断対象とするフィールド数が多いほど、フィールド補間方式決
定装置は、より正確に映像信号を識別できることは明らかである。つまり、より正確に映
像信号を識別するためには、判断対象とするフィールド数を無限大に増加させることが望
ましい。しかし、フィールド間の差異を記憶するレジスタの数を無限に増加させることに
なるため、フィールド補間方式決定装置のコストも無限に増加してしまう。
【００６１】
　このため、本発明においては、少なくとも２つのフレーム間の境目を含む所定数以上の
フィールド間の差異に基づいて、判断対象となるフィールド数を、ダイナミックに変化さ
せる。このため、２つの親フレームから変換されたフィールド数をＮー１とすると、少な
くともＮフィールドの間の差異を判断対象とする。つまり、判断対象となるフィールド間
差異の数は、少なくともＮー１個となる。
【００６２】
　また、親フレーム間の差異が小さいために、フィールド間の差異として検出されない場
合には、より小さなフィールド間の差異を検出するために、フィールド間の差異を判定す
るための閾値をダイナミックに変化させる。
【００６３】
　本発明においては、このような技術思想に基づいて、判断対象となるフィールドの数、
またはフィールド間の差異を検出するための閾値をダイナミックに変化させることにより
、より正確に映像信号の識別を行うことを可能にするものである。
【００６４】
　また、上述したように、親フレームから変換されたフィールドの前後関係が逆転したテ
レシネ信号は、異なる親フレームから変換された２つのフィールドが相互に補間されて、
１つのフレームに変換される。この結果、１つのフレームに異なる画像が混在するため、
変換されたプログレッシブ信号の映像品質は、著しく劣化してしまう。
【００６５】
　このような親フレームから変換されたフィールドの前後関係が逆転したインタレース信
号における、フィールド間差異の大小と奇数フィールドと偶数フィールドの関係は、一般
的なテレシネ変換信号とは逆になる。このため、本発明においては、フィールド間の相関
を示す信号を各フィールドの奇数／偶数を示す検出信号で補正することにより、異なるフ
レームから変換されたフィールドが相互にフィールド間補間されることを防止する。
【００６６】
　本発明は、プログレッシブ信号をインターレース信号に変換した信号におけるフィール
ドと親フレームの関係を判定して、インターレース信号の各フィールドをフィールド間補
間あるいはフィールド内補間のいずれかで補間するものであるが、プログレッシブ信号を
インターレース信号に変換した信号の代表例として、２－２プルダウン方式で変換された
テレシネ変換信号を検出する場合について説明する。
【００６７】
　（第１の実施の形態）
　図１を参照して、本発明に係るフィールド補間方式決定装置を組み込んだ映像信号処理
装置について説明する。同図に示された映像信号処理装置１００ａは、入力インタレース
信号のフィールドと親フレームとの関係を判定し、入力インタレース信号がテレシネ変換
信号である場合は、フィールド間補間で入力インタレース信号のフィールドをプログレッ
シブ信号のフレームに変換する。一方、入力インタレース信号がテレシネ変換信号ではな
い場合には、映像信号処理装置１００ａは、フィールド内補間で入力インタレース信号の
フィールドをプログレッシブ信号のフレームに変換する。
【００６８】
　映像信号処理装置１００ａは、入力端子１、フィールドメモリ２、フィールドメモリ４
、減算器６、フィールド補間方式決定部８ａ、ＯＤＤ／ＥＶＥＮ検出部１０、第１のスイ
ッチ１２、ラインメモリ１４、２ライン補間部１６、第２のスイッチ１８、およびプログ
レッシブ信号生成部２０を含む。
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【００６９】
　入力端子１、フィールドメモリ２、フィールドメモリ４、減算器６、ＯＤＤ／ＥＶＥＮ
検出部１０、第１のスイッチ１２、ラインメモリ１４、２ライン補間部１６、第２のスイ
ッチ１８、およびプログレッシブ信号生成部２０は、図１１に示した従来の映像信号処理
装置２００と同一であるため、説明を省略する。
【００７０】
　フィールド補間方式決定部８ａは、フィールド間画素レベル差分Ｓｐに基づいて、入力
インタレースのフィールドと親フレームとの関係を判定 フィールド間補間およびフィ
ールド内補間のいずれで１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１をプログレッシブ
信号に変換するかを決定する。
【００７１】
　図２を参照して、フィールド補間方式決定部８ａの構成について説明する。フィールド
補間方式決定部８ａは、絶対値器８１、画素差判定比較器８２、累積加算機８３、フィー
ルド間相関判定比較器８４、第１のレジスタ８５、第２のレジスタ８６、第３のレジスタ
８７、第４のレジスタ８８、４フィールド間相関判定比較器８９、リセット判定器９０、
およびスイッチ９１を含む。
　また、図示していないが、タイミング発生回路により、フィールドパルスＶＰおよびフ
レームパルスＦＰが生成される。
【００７２】
　絶対値器８１は、減算器６によって算出されたフィールド間画素レベル差分Ｓｐの絶対
値を求めて、フィールド間画素レベル差分絶対値ＳｐＡとして出力する。なお、インタレ
ース信号では、隣り合うフィールドの走査線は、１ずつずれている。このため、減算器６
は、一方のフィールドの隣り合う２ラインの画素レベルの平均値と他方のフィールドの対
応する画素レベルとの差分を求める。
【００７３】
　画素差判定比較器８２は、フィールド間画素レベル差分絶対値ＳｐＡと所定の第１の閾
値Ｘとを比較して、２つのフィールドの画素毎の画素レベルの差が同一の親フレームに由
来すると認められる程度よりも大きな差（有意差）があるか否かを判定する。
【００７４】
　このため第１の閾値Ｘは、同じフレームから分割されたフィールド間の画素レベルの差
分に対しては、有意差が無いと判定されるような画素レベルの差分に設定される。そして
、画素差判定比較器８２は、この判定結果を示すフィールド間画素判定信号Ｄｐとして、
上記判定が「有意差有り」である場合には「１」を出力し、「有意差なし」の場合には「
０」を出力する。
【００７５】
　累積加算器８３は、フィールド間画素差判定信号Ｄｐを累積加算した値であるフィール
ド間画素差判定累積値ＣＤｐを出力する。フィールド間画素差判定累積値ＣＤｐは、入力
インタレース信号Ｖｉｎのフィールドと１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１の
フィールドとで「有意差有り」と判定された画素数を示す値である。なお、累積加算器８
３は、フィールドパルスＶＰにより、フィールドごとにリセットされる。
【００７６】
　フィールド間相関判定比較器８４は、入力インタレース信号Ｖｉｎのフィールドと、１
フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１のフィールドとが同一のフレームから分割さ
れたフィールドとみなせるほどの相関があるか否かを判定する。具体的にはフィールド間
相関判定比較器８４は、フィールド間画素差判定累積値ＣＤｐが所定の閾値Ｙよりも大き
い場合は、フィールド間に相関が無いと判定する。一方、フィールド間相関判定比較器８
４は、フィールド間画素差判定累積値ＣＤｐが所定の閾値Ｙ以下である場合は、フィール
ド間に相関があると判定する。そして、上記判定結果を示すフィールド間相関判定信号Ｄ
ｆを出力する。
　フィールド間相関判定信号Ｄｆの値は、相関がある場合は「０」であり、一方、相関が
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無い場合は「１」である。
【００７７】
　第１のレジスタ８５、第２のレジスタ８６、第 のレジスタ８７および第４のレジスタ
８８は、Ｄフリップフロップであり、フィールドパルスＶＰがクロックとして供給される
。これら４つのレジスタは、連続する４つのフィールド間相関判定信号Ｄｆをそれぞれ順
に記憶する。また、記憶している４つのフィールド間相関判定信号の値をレジスタ出力信
号（Ｒ１～Ｒ４）として出力する。
【００７８】
　４フィールド間相関判定比較器８９は、４つのレジスタ出力信号（Ｒ１～Ｒ４）とテレ
シネ判定テーブルＴｃとを比較して、現在入力されている映像信号が、テレシネ変換信号
におけるフィールド間相関のパターンを有するか否かを判定する。
【００７９】
　図３に示された表Ｔｃは、テレシネ判定テーブルＴｃである。表Ｔｃに示される、４つ
のレジスタ出力信号（Ｒ１～Ｒ４）の出力値が順に「０１０１」および「１０１０」の場
合は、フィールド間の相関が、大小交互に変化する２－２プルダウン方式のテレシネ変換
信号の特徴と一致する。この場合、４フィールド間相関判定比較器８９は、入力インタレ
ース信号Ｖｉｎがテレシネ変換信号であると判断する。そして、４フィールド間相関判定
比較器８９は、テレシネ判定信号Ｄｓを出力する。
【００８０】
　リセット判定器９０は、４つのレジスタ出力信号（Ｒ１～Ｒ４）とリセット判定テーブ
ルＴｒとを比較して、現在入力されている映像信号が確実にテレシネ変換信号では無いか
、否かを判定する。
【００８１】
　図３に示された表Ｔｒは、上記リセット判定テーブルＴｒである。リセットテーブルＴ
ｒに示されるすべてのパターンは、４つのレジスタ出力信号（Ｒ１～Ｒ４）の「０」の値
のいずれかを「１」に変えたとしても２－２プルダウン方式のテレシネ変換信号における
フィールド間相関のパターンと一致する「０１０１」および「１０１０」にはなり得ない
。
　つまり入力インタレース信号Ｖｉｎは確実に２－２プルダウン方式のテレシネ変換信号
では無いと判定できる。このため、リセット判定器９０は、リセット信号Ｒｓｔを出力す
る。
【００８２】
　また、図３に示された表Ｔ１は、上記テレシネ判定テーブルＴｃおよびリセット判定テ
ーブルＴｒのいずれにも属さない４つのレジスタ出力信号（Ｒ１～Ｒ４）を示す。表Ｔ１
に示される各レジスタの出力値は、少なくとも１以上のレジスタの出力値が「０」から「
１」に変われば、２－２プルダウン方式のテレシネ変換信号におけるフィールド間相関の
パターンと一致する。
【００８３】
　スイッチ９１は、上述のテレシネ判定信号Ｄｓおよびリセット信号に基づいて、１フィ
ールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１に対してフィールド間補間およびフィールド内補
間のいずれを行うかを指示するフィールド補間方式指示信号Ｄｖ１を出力する。
【００８４】
　具体的には、スイッチ９１は、テレシネ判定信号Ｄｓが出力された場合には、フィール
ド間補間を指示するフィールド補間方式指示信号Ｄｖ１を出力し、一方、リセット信号Ｒ
ｓｔが出力された場合には、フィールド内補間を指示するフィールド補間方式指示信号Ｄ
ｖ１を出力する。また、テレシネ判定信号およびＤｓリセット信号Ｒｓｔのいずれもが出
力されない場合には、スイッチ９１は、フィールド補間方式指示信号Ｄｖ１を変更しない
。
【００８５】
　次に、図４を参照して、映像信号処理装置１００ａの動作について説明する。入力イン
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タレース信号Ｖｉｎは、プログレッシブ信号の親フレームＡ、Ｂ、およびＣがそれぞれ、
Ａ１とＡ２、Ｂ１とＢ２、およびＣ１とＣ２に変換されたものである。入力インタレース
信号Ｖｉ 各フィールドはフィールドＮｏ．に小さい順に入力される。
【００８６】
　入力インタレース信号Ｖｉｎと１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１との差分
に基づいて、当該２つのフィールド間の相関が判定される。例えば、入力インタレース信
号ＶｉｎのフィールドＮｏ．４であるフィールドＢ２と、１フィールド遅延入力インタレ
ース信号Ｖｄ１のフィールドＢ１との相関が判定される。この場合、両フィールドは、同
一のフレームＢから変換され手いるのでフィールド間の差分は小さい。すなわち、相関有
りと判定され、フィールド相関判定信号Ｄｆの値は「０」となる。
【００８７】
　他方、入力インタレース信号ＶｉｎのフィールドＮｏ．５については、入力インタレー
ス信号ＶｉｎのフィールドＣ１と１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１のフィー
ルドＢ２とは異なるフレームから変換されているので、差分は大きい。すなわち、相関な
しと判定され、フィールド相関判定信号Ｄｆの値は「１」となる。
　フィールド相関判定信号Ｄｆは、４つのレジスタ８５～８８に順次格納され、４つの連
続するレジスタ出力は、「０１０１」もしくは「１０１０」となる。
【００８８】
　このようにフィールド相関判定信号Ｄｆの値が「０１０１」もしくは「１０１０」であ
る場合、スイッチ９１は、フィールド間補間を指示する信号を補間方式指示信号Ｄｖ１と
して出力する。
　このとき、第１のスイッチ１２は、ＯＤＤ／ＥＶＥＮ検出器１０によって求められたフ
ィールド識別信号Ｄｏｅに基づいて、入力インタレース信号Ｖｉｎおよび２フィールド遅
延入力インタレース信号Ｖｄ２のいずれかを選択する。
【００８９】
　具体的には、１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１が奇数フィールドならば入
力インタレース信号Ｖｉｎが選択される。一方、１フィールド遅延入力インタレース信号
Ｖｄ１が偶数フィールドならば２フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ２が選択され
る。
【００９０】
　例えば、入力インタレース信号ＶｉｎとしてフィールドＮｏ．４であるフィールドＢ２
が入力されている時、補間対象信号としてプログレッシブ信号生成部２０に入力されてい
るフィールドは、フィールドＮｏ．３のフィールドＢ１である。このとき、入力インタレ
ース信号ＶｉｎであるフィールドＢ２を補間信号Ｓｗ２としてフィールド間補間を行うこ
とにより、元の親フレームＢが生成される
【００９１】
　また、入力インタレース信号ＶｉｎとしてフィールドＮｏ．５であるフィールドＣ１が
入力されている時、補間対象信号としてプログレッシブ信号生成部２０に入力されている
フィールドは、フィールドＮｏ．４のフィールドＢ２である。このとき、２フィールド遅
延入力インタレース信号Ｖｄ２であるフィールドＢ１を補間信号Ｓｗ２としてフィールド
間補間を行うことにより、元の親フレームＢが生成される。
【００９２】
　従来のフィールド補間方式決定装置では、親フレーム間の境目を１つだけ含む２つのフ
ィールド間相関を判断対象として、親フレームとフィールドとの対応関係を検出すること
により、テレシネ変換信号を検出している。そして、当該フィールド補間方式決定装置は
、１つのフレーム間の差異が検出できない場合には、親フレームとフィールドとの対応関
係が不明なため、入力インタレース信号がテレシネ信号ではないと判定している。
【００９３】
　これに対して、本実施の形態にかかるフィールド補間方式決定装置は、フレーム間の境
目が２以上含まれるような数のフィールド間差異を判断対象としている。このため１つの
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フレーム間差異が検出できない場合でも、複数のフレーム間差異に基づいて、入力インタ
レース信号がテレシネ変換信号であるか否かを判定することができる。また、複数のフレ
ームの境目を判断対象に含むので、各フレームの境目についての判定に基づいて、判断対
象のフィールド全体をを多段的に評価できる。
【００９４】
　このため、フレーム間の差異が検出できない場合であっても、中間的な判定を下して、
直ちにテレシネ変換信号ではないと判定しない。このため、フレーム間の差異が特異的に
検出できないときでも、直前のフィールド補間方式を変更しないため、誤ってフィールド
内補間を指示することによる画像品質の低下を生じない。これにより、本実施の形態に係
るフィールド補間方式決定装置は、フレーム間の差異が検出困難なテレシネ変換信号が入
力された場合でも、より正確にフィールド補間方式を決定することができる。
【００９５】
　（第２の実施の形態）
　図５を参照して、本発明の第２の実施の形態に係るフィールド補間方式決定装置を組み
込んだ映像信号処理装置について説明する。本実施の形態に係るフィールド補間方式決定
装置は、映像が暗いために、親フレーム間の画素レベルの差異が小さい場合であっても、
映像の明るさに対応してフィールド間の画素差を判定するための閾値を可変にすることに
よって、フレーム間の差異に起因するフィールド間差異を検出することを特徴とする。
【００９６】
　このため、図５に示された映像信号処理装置１００ｂは、第１の実施の形態に係る映像
信号処理装置と比較してフィールド補間方式決定部８ａがフィールド補間方式決定部８ｂ
に置換された構成を有している。なお、説明の冗長を避けるため、第１の実施の形態にお
ける映像信号処理装置と同一の構成要素については、説明を省略する。
　映像信号処理装置１００ｂは、入力端子１、フィールドメモリ２、フィールドメモリ４
、減算器６、フィールド補間方式決定部８ｂ、ＯＤＤ／ＥＶＥＮ検出部１０、第１のスイ
ッチ１２、ラインメモリ１４、２ライン補間部１６、第２のスイッチ１８、およびプログ
レッシブ信号生成部２０を含む。
【００９７】
　フィールド補間方式決定部８ｂは、１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１およ
びフィールド間画素レベル差分Ｓｐに基づいて、入力インタレース のフィールドと親
フレームとの関係を判定 フィールド間補間およびフィールド 補間のいずれで１フィ
ールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１をプログレッシブ信号に変換するかを決定する。
【００９８】
　図６を参照して、フィールド補間方式決定部８ｂの構成について説明する。フィールド
補間方式決定部８ｂは、第１の実施の形態にかかるフィールド補間方式決定部８ａと比較
して、スイッチ９１がカウンタ９２およびカウント判定比較器９３に置換され、オートピ
クチャレベル（ＡＰＬ）検出器９４ｂおよび画素差閾値変更部９５ｂを追加された構成を
有している。
【００９９】
　フィールド補間方式決定部８ｂは、絶対値器８１、画素差判定比較器８２、累積加算機
８３、フィールド間相関判定比較器８４、第１のレジスタ８５、第２のレジスタ８６、第
３のレジスタ８７、第４のレジスタ８８、４フィールド間相関判定比較器８９、リセット
判定器９０、カウンタ９２、カウント判定比較器９３、オートピクチャレベル検出器９４
ｂ、および画素差閾値変更部９５ｂを含む。
【０１００】
　オートピクチャレベル検出器９４ｂは、１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１
の信号レベルＰＬを検出する。信号レベルＰＬは、映像が明るいほど高く、反対に暗いほ
ど低い値になる。
　画素差閾値変更部９５ｂは、信号レベルＰＬに基づいて、所定の規則に従って、画素差
閾値Ｘｂの値を変更する。例えば、信号レベルＰＬの程度に対応する複数の画素差閾値Ｘ
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ｂの値を予め定めておき、入力した信号レベルＰＬに従って、対応する画素差閾値Ｘｂの
値を出力することとしてもよいし、所定の数式に従って、信号レベルＰＬから画素差閾値
Ｘｂの値を求めることとしてもよい。
【０１０１】
　いずれにせよ信号レベルＰＬが高いほど画素差閾値Ｘｂの値が大きくなり、反対に信号
レベルＰＬが低いほど画素差閾値Ｘｂの値が小さくなるように、設定される。
　これにより、画素差判定比較器８２は、１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１
が暗い映像の場合には、画素差閾値Ｘｂの値が小さいため、より小さな画素レベルの差で
あっても、フィールド間の画素レベルに差があると判定する。一方、１フィールド遅延入
力インタレース信号Ｖｄ１が明るい画像の時は、画素差閾値Ｘｂの値が大きいため、同じ
フレームから変換されたフィールド間の画素レベルの差があると判定するような誤まった
判定を防止できる。
【０１０２】
　カウンタ９２は、テレシネ判定信号Ｄｓによってカウントアップされるテレシネ判定累
積値ＣＤｓをカウントしている。また、リセット信号Ｒｓｔによってリセットされる。
　また、上述したように、親フレームのフレーム間の差異が無いまたは小さい場合、異な
るフレームから変換されたフィールド間の差異が検出されないため、テレシネ変換信号で
あっても、テレシネ変換信号であると判定されない場合がある。このため、入力インタレ
ース信号Ｖｉｎがテレシネ変換信号であるとも、無いとも確実に判定できない場合は、テ
レシネ判定カウンタ９２のカウントは、変更されない。
【０１０３】
　カウント判定比較器９３は、フィールド補間方式決定部８ｂの安定性を向上させるため
、カウンタ９２のテレシネ判定累積値ＣＤｓが所定の閾値Ｚよりも大きくなると、１フィ
ールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１のフィールドに対してフィールド間補間を行うこ
とを指示するフィールド補間方式指示信号Ｄｖ１を出力する。閾値Ｚは、テレシネ判定信
号Ｄｓが出力されてから、実際にフィールド間補間が実行される間での時間として設定さ
れ、通常は、０．５秒になるように設定される。
【０１０４】
　つまり、本実施の形態に係る映像信号処理装置は、明るい映像でも誤検出するおそれが
無く、映像が暗いために、フレーム間の画素レベルの差が小さい場合でも、フィールド間
差異をより正確に検出することができる。
【０１０５】
　なお、本実施の形態では、１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１の信号レベル
ＰＬに基づいて、第１の閾値Ｘをダイナミックに変化させることとしたが、これに変えて
、第２の閾値Ｙを変化させることとしてもよい。これにより、フィールド間で有意差が認
められる画素レベルの数が少ない場合でもフィールド間に差異があると、判定されるため
、第１の閾値Ｘを変化させる場合と同様の効果がある。
【０１０６】
　（第３の実施の形態）
　図７を参照して、本発明の第３の実施の形態に係るフィールド補間方式決定装置を組み
込んだ映像信号処理装置について説明する。第１ないし第２の実施の形態に係るフィール
ド補間方式決定装置は、親フレームに対する奇数フィールドと偶数フィールドとの前後関
係が逆転したインタレース信号、が入力された場合、異なる親フレームのフィールドをフ
ィールド間補間してしまう。上述したように、異なる親フレームから変換されたフィール
ドをフィールド間補間すると、生成されたフレームの映像品質は著しく低下する。
【０１０７】
　本実施の形態に係るフィールド補間方式決定装置は、親フレームに対する奇数フィール
ドと偶数フィールドとの前後関係が逆転したインタレース信号、言い換えれば、親フレー
ムを偶数フィールドとその直後の奇数フィールドとに変換したインタレース信号を入力す
る場合であっても、異なるフレームから変換されたフィールドを誤ってフィールド間補間
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することを防止することを特徴とする。
【０１０８】
　このため、図７に示された映像信号処理装置１００ｃは、第１の実施の形態に係る映像
信号処理装置と比較してフィールド補間方式決定部８ａがフィールド補間方式決定部８ｃ
に置換された構成を有している。なお、説明の冗長を避けるため、第１の実施の形態にお
ける映像信号処理装置と同一の構成要素については、説明を省略する。
【０１０９】
　映像信号処理装置１００ｃは、入力端子１、フィールドメモリ２、フィールドメモリ４
、減算器６、フィールド補間方式決定部８ｃ、ＯＤＤ／ＥＶＥＮ検出部１０、第１のスイ
ッチ１２、ラインメモリ１４、２ライン補間部１６、第２のスイッチ１８、およびプログ
レッシブ信号生成部２０を含む。
　フィールド補間方式決定部８ｃは、フィールド識別信号Ｄｏｅおよびフィールド間画素
レベル差分Ｓｐに基づいて、入力インタレース のフィールドと親フレームとの関係を
判定 フィールド間補間およびフィールド 補間のいずれで１フィールド遅延入力イン
タレース信号Ｖｄ１をプログレッシブ信号に変換するかを決定する。
【０１１０】
　図８を参照して、フィールド補間方式決定部８ｃの構成について説明する。フィールド
補間方式決定部８ｃは、第１の実施の形態にかかるフィールド補間方式決定部８と比較し
て、論理積回路９６ｃが追加された構成を有している。
　フィールド補間方式決定部８ｃは、絶対値器８１、画素差判定比較器８２、累積加算機
８３、フィールド間相関判定比較器８４、第１のレジスタ８５、第２のレジスタ８６、第
３のレジスタ８７、第４のレジスタ８８、４フィールド間相関判定比較器８９、リセット
判定器９０、カウンタ９２、カウント判定比較器９３、および論理積回路９６ｃを含む。
　論路積回路９６ｃは、フィールド間差異信号Ｄｆと、フィールド識別信号Ｄｏｅの論理
積を求めて修正フィールド間差異信号Ｄｆａを出力する。図４を参照して、修正フィール
ド間差異信号Ｄｆａについて説明する。
【０１１１】
　一般的なテレシネ変換信号が入力された場合、１フィールド遅延入力インタレース信号
Ｖｄ１が奇数フィールドの時には、フィールド間差異信号Ｄｆの値は、「０」になり、１
フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１が偶数フィールドの時には、フィールド間差
異信号Ｄｆの値は、「１」になる。
　ＯＤＤ／ＥＶＥＮ検出部は、１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１が奇数フィ
ールドの時には、「０」をフィールド識別信号Ｄｏｅとして出力し、一方、１フィールド
遅延入力インタレース信号Ｖｄ１が偶数フィールドの時には、 をフィールド識別信
号Ｄｏｅとして出力する。
【０１１２】
　この場合、修正フィールド間差異信号Ｄｆａの値は、フィールド間差異信号Ｄｆと同じ
値になるため、テレシネ変換信号の検出結果であるテレシネ検出信号Ｖｄ３に何ら影響は
無い。
【０１１３】
　次に、親フレームに対する奇数フィールドと偶数フィールドとの前後関係が逆転したイ
ンタレース信号が入力された場合について考える。この場合、上記とは逆に、１フィール
ド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１が奇数フィールドの時には、フィールド間差異信号Ｄ
ｆの値は、「１」になり、１フィールド遅延入力インタレース信号Ｖｄ１が偶数フィール
ドの時には、フィールド間差異信号Ｄｆの値は、「０」になる。
【０１１４】
　フィールド識別信号Ｄｏｅの値は、変わらないので、修正フィールド間差異信号Ｄｆａ
の値はいずれも「０」になる。このため、カウンタ９２は、カウントアップされず、テレ
シネ検出信号Ｄｖ３は出力されない。この結果、フィールド間補間は行われず、代わりに
フィールド内補間が行われる。
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　以上により、親フレームに対する奇数フィールドと偶数フィールドとの前後関係が逆転
したインタレース信号が入力された場合であっても、異なるフレームから変換されたフィ
ールドを、フィールド間補間することを防止できる。
【０１１５】
　しかしながら、本実施の形態に係るフィールド補間方式決定装置では、著しい映像品質
の低下は防止できるものの、フィールド内補間するため、テレシネ変換信号であっても元
の親フレームに再変換して垂直解像度を向上させることはできない。
【０１１６】
　（第４の実施の形態）
　第４の実施の形態に係るフィールド補間方式決定装置は、親フレームに対する奇数フィ
ールドと偶数フィールドとの前後関係が逆転したインタレース信号を入力した場合でも、
同一の親フレームから変換されたフィールド同士を、フィールド間補間することを特徴と
する。
【０１１７】
　図９を参照して、本実施の形態に係るフィールド補間方式決定装置を組み込んだ映像信
号処理装置について説明する。
　本実施の形態に係るフィールド補間方式決定装置は、フィールド識別信号Ｄｏｅの値を
選択的に逆転させて、フィールド補間方式決定部８ｃ及び第１のスイッチ１２へ出力する
ことを特徴とする。
【０１１８】
　このため、図９に示された映像信号処理装置１００ｃは、第３の実施の形態に係る映像
信号処理装置と比較して反転器２２ｄ及びフィールド識別信号逆転スイッチが追加された
構成を有している。なお、説明の冗長を避けるため、第１の実施の形態における映像信号
処理装置と同一の構成要素については、説明を省略する。
　映像信号処理装置１００ｄは、入力端子１、フィールドメモリ２、フィールドメモリ４
、減算器６、フィールド補間方式決定部８ｃ、ＯＤＤ／ＥＶＥＮ検出部１０、第１のスイ
ッチ１２、ラインメモリ１４、２ライン補間部１６、第２のスイッチ１８、プログレッシ
ブ信号生成部２０、反転器２２ｄおよびフィールド識別信号変更スイッチ２３ｄを含む。
【０１１９】
　反転器２２ｄは、フィールド識別信号Ｄｏｅを入力して、当該信号の値を反転させたフ
ィールド識別反転信号ｎＤｏｅを出力する。
　フィールド識別信号変更スイッチ２３ｄは、フィールド識別信号Ｓｗｆとしてフィール
ド識別信号Ｄｏｅまたはフィールド識別反転信号ｎＤｏｅのいずれかを選択的に出力する
。
　親フレームに対する奇数フィールドと偶数フィールドとの前後関係が逆転したインタレ
ース信号を入力する場合、フィールド識別信号変更スイッチ２３ｄを切り替えることによ
って、フィールド補間方式決定部８ｃおよび第１のスイッチ１２へ出力される信号をフィ
ールド識別反転信号ｎＤｏｅに切り替える。
【０１２０】
　この場合、親フレームに対する奇数フィールドと偶数フィールドとの前後関係が逆転し
たインタレース信号であっても、フィールド補間方式決定部８ｃおよび第１のスイッチ１
２においては、一般的なインタレース信号と同様に取り扱われる。
　このため、フィールド補間方式決定部８ｃがテレシネ変換信号を検出すると共に、第１
のスイッチ１２は、フィールド間補間信号を適切に選択することができる。これにより、
本実施の形態における映像信号処理装置は、親フレームに対する奇数フィールドと偶数フ
ィールドとの前後関係が逆転したインタレース信号であっても、フィールド間補間によっ
て垂直解像度を向上させたプログレッシブ信号に変換することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１２１】
　以上のように、本発明に係るフィールド補間方法決定装置は、親フレーム間の差異を特
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異的に検出できない、または、検出困難な場合であっても、判断対象とするフィールドの
数およびフィールド間の相関を判定するための閾値をダイナミックに変えて、入力インタ
レース信号のフィールドと親フレームとの関係を正確に検出して、フィールド間補間およ
びフィールド内補間のいずれで補間するべきかを決定できる。
【図面の簡単な説明】
【０１２２】
【図１】本発明の第１の実施の形態係るフィールド補間方式決定装置を組み込んだ映像信
号処理装置の構成を示すブロック図
【図２】図１に示した、フィールド補間方式決定部の詳細な構成を示す図
【図３】図２に示した、第１～４のレジスタの出力値と、カウンタに対する入力信号の関
係を示す図
【図４】本発明の第１の実施の形態における入力インタレース信号のフィールドと変換後
のプログレッシブ信号のフレームとの関係を示す図
【図５】本発明の第２の実施の形態係るフィールド補間方式決定装置を組み込んだ映像信
号処理装置の構成を示すブロック図
【図６】図５に示した、フィールド補間方式決定部の詳細な構成を示す図
【図７】本発明の第３の実施の形態係るフィールド補間方式決定装置を組み込んだ映像信
号処理装置の構成を示すブロック図
【図８】図７に示した、フィールド補間方式決定部の詳細な構成を示す図
【図９】本発明の第４の実施の形態係るフィールド補間方式決定装置を組み込んだ映像信
号処理装置の構成を示すブロック図
【図１０】従来のフィールド補間方式決定装置を組み込んだ映像信号処理装置の構成を示
すブロック図
【図１１】図１０に示した、フィールド補間方式決定部の詳細な構成を示す図
【符号の説明】
【０１２３】
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１　入力端子
２、４　フィールドメモリ
６　減算器
８ａ、８ｂ、８ｃ、１０８　フィールド補間方式決定部
１０　ＯＤＤ／ＥＶＥＮ検出部
１２　第１のスイッチ
１４　ラインメモリ
１６　２ライン補間部
１８　第２のスイッチ
２０　プログレッシブ信号生成部
８１　絶対値器
８２　画素差判定比較器
８３　累積加算器
８４　フィールド間相関判定比較器
８５、８６、８７、８８　レジスタ
８９　４フィールド間相関判定比較器
９０　リセット判定器
９１　スイッチ
９２　カウンタ
９３　カウント判定比較器
９４ｂ　ＡＰＬ
９５ｂ　画素閾値補正部
９６ｃ　論理積回路
１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄ



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(19) JP 3865732 B2 2007.1.10

１８９　２フィールド間差判定比較器
１９０　排他的論理和回路
２００　映像信号処理装置



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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